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AI・ロボティクス時代の“目”を学ぶ ～ゼロからわかる！産業カメラ入門～

①産業用カメラの基本



2© 2025 Toshiba Teli Corporation 

本資料の免責事項

◆本資料に記載の内容は、予告無く変更になる場合がございます。
ご不明な点は、弊社HPのお問い合わせよりご連絡をお願いいたします。

◆本文に掲載されている会社名、製品名、および規格名などの名称、ロゴは各社、各団体に
おける商標または登録商標の場合があります。

◆本資料の記載内容により生ずる付随的な損害（事業利益の損失など）に関して、弊社は
一切の責任を負いません。
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この講座の概要

1. 対象者：
• 産業用カメラに関心はあるものの、これまで実際に使用した経験の

ないエンジニア
• 業務上の必要性から、産業用カメラの導入に向けて情報収集を

始めたエンジニア
2. 構成：

① 産業用カメラの基本
② カメラの主要コンポーネント
③ イメージセンサーの基本
④ インターフェースと通信プロトコル
⑤ レンズの基本
⑥ 照明の重要性
⑦ ソフトウェアとドライバの基本
⑧ 画像処理の基本
⑨ 産業用カメラによる撮影手順
⑩ 産業用カメラの機能紹介
⑪ 応用事例
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0.  はじめに

1. 目的
産業用カメラの役割や用途について基本的な理解を深めます。

2. 解説項目

1. 産業用カメラの定義と用途

2. 一般的なカメラとの違い

3. 主な産業用カメラの種類

4. 産業用カメラの特長と機能

28:27
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1.  産業用カメラの定義と用途（1）

• 「産業用カメラ」 は、機械やコンピュータが画像を解析・判断するため
に使用されるカメラです。

• 主に製造や検査の自動化に用いられますが、工業環境で使用され
るため、厳しい条件下で安定した性能を発揮し、高精度な画像を提
供することができます。

• 「産業用カメラ」 は、主に機械で用いられることから 「マシンビジョンカ
メラ」 とも呼ばれます。 
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1.  産業用カメラの定義と用途（2）

• 産業用カメラは、主に次の用途で使用されます。

① 外観検査：
• 傷、汚れ、欠け、異物混入などの検出

② はんだ付け検査：
• 電子基板上のはんだの状態をチェック

③ パッケージ検査：
• ラベルの貼り間違いや印字ミスの検出

④ 寸法測定：
• 部品の長さ・幅・角度などを高精度に測定

⑤ 位置決め：
• ロボットアームが部品を正確に掴むための位置情報を取得

⑥ バーコード・QRコードの読み取り：
• 高速ライン上での読み取りに対応

⑦ ナンバープレート認識：
• 車両のナンバーを自動で読み取る

⑧ ディープラーニングによる異常検知：
• 人間では見分けにくい微細な不良をAIが検出

⑨ 細胞や組織の画像解析：
• 顕微鏡と連携して細胞の形状や数を自動カウント
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2.  一般的なカメラとの違い

• 産業用カメラは、画像を解析したり結果を判断したりするのに特化したカメ
ラなので、写真用やWebカメラなどの一般的なカメラとは異なる機能、性能
があります。
① 写真用カメラ（一眼レフ、ミラーレス、コンパクトデジカメ等）：

• 主な用途： 写真撮影、映像制作、趣味や商業写真など

• 特長： 高解像度、色再現性重視、レンズ交換可能なモデルも多い

• オート機能： オートフォーカス、露出補正、ホワイトバランスなどが充実

• 出力形式： JPEG、RAWなど

② Webカメラ（ノートPC内蔵カメラ、外付けUSBカメラ等）：

• 主な用途： ビデオ通話、オンライン会議、ストリーミング

• 特長： 低価格、小型、USB接続、リアルタイム映像重視

• オート機能:： 簡易的なオートフォーカスや露出調整

• 出力形式： 通常は圧縮された映像（MJPEG、H.264など）

③ 産業用カメラ：

• 主な用途： 工場の自動検査、ロボット制御、品質管理

• 特長： 高速・高精度、安定した長時間稼働、トリガー撮影対応

• オート機能： 基本的に手動設定（精密制御が前提）

• 出力形式： 未圧縮の画像（RAW、BMPなど）
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3. 主な産業用カメラの種類 

① エリアスキャンカメラ（Area Scan Camera）：
• 一般的なカメラと同様に、「一度に全体を撮影」 できる汎用性の高

いタイプです。 

② ラインスキャンカメラ（Line Scan Camera）：
• 製造ラインや物流でのコンベアーなど、高速で移動する対象物を 

「一列ずつ撮影」 し、連続的な画像を生成します。 

③ 3Dカメラ（3D Camera）：
• 奥行きを含めた立体的な情報を取得し、形状認識や寸法測定に

活用されます。 

④ 紫外・赤外線カメラ（UV / IR Camera）：
• 目に見えない波長の光を検出でき、熱分布や物質固有の特性を

可視化することで、品質管理や異常検知に役立ちます。

⑤ ハイパー・マルチスペクトルカメラ
（Hyperspectral / Multispectral Camera）：
• 光を複数の波長帯毎に撮影・解析することで、目に見えない情報

を可視化することができ、産業分野のほか、農業や環境分野でも
活用されます。

ライン画像

エリア画像
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4. 産業用カメラの特長と機能 

① 高い耐久性と信頼性：
• 振動や衝撃に強い堅牢なボディ構造を持ち、高温や低温、湿度変

化にも耐える部品が使用されています。 

② カスタマイズ性と拡張性：
• 工場における自動化設備やロボットに使用するため、画面内での使

用範囲や画像取得のタイミングなど撮影条件の制御や、ユーザーの
ニーズに合わせた細かな調整が可能です。

• 周辺機器仕様の標準化により、用途に応じてレンズなどのアクセサ
リーを選べます。

③ 優れた画像品質と処理速度：
• 高解像度センサーを搭載した機種もあり、微細な部品の検査など

で鮮明な画像を提供します。
• 高フレームレートの機種では、高速で動く対象物も正確に捉えられ

ます。

④ 不可視光の可視化：
• 目に見える可視光だけでは無く、紫外線や赤外線領域でも使用で

きるカメラもあり、用途に応じて選択できます。 

映像出力

電源

トリガ・コマンド

IR画像
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